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<ハウス園芸特集> その 3

ハウスの大型化の特徴と問題点

~実績をふまえた大型化のメリ'"トとは~

1. ハウス園芸の経営的特徴

~、ウス園芸埼， ー施設園芸埼と呼ばれるとお

り，ハウス野菜を基幹作目とした経営は，今や農

業の一部門として重要な地歩を占めている。そし

てその特徴は，ひとつには単位面積あたりの収益

が高いこと〈ハウス経営では粗収益あるいは所得

をあらわすのに， 10aあたりよりはよく坪当りと

か， 3. 3nfとかで表現される)，ふたつには単位面

積あたりの労力等の投入が大きいこと〈たとえば，

ハウスきゅうり1，000m2あたりの労力が 1， 800時

聞かかるなど〉で，いってみれば労働集約的な性

格をもっている。

ハウス園芸も農業経営の一つの類型であるとす

れば，その経営要素，資本，土地，労働の三つの

生産性が高くなければならない。ハウス野菜は他

作目の経営に比べて，高い生産量があがるけれ

ど，必ずしも投入した労力の生産性は高くない。

このようなことから，ハウス園芸は，今後，あ

る程度まで人力を施設，機械に置きかえて，労働生

産性を高める方向で検討されなければならない。

あわせて省力化のための， もしくは環境制御のた

めの施設機械の投入は，それだけ資本投資が大き

くなり，資本生産性の立場からはマイナスとなる。

第 1衰 ビ=ールハウス構造のうつり変り

「蛸大型単棟(固定)
(オール鉄骨)

〈昭和45年-)

埼玉県農産園芸課

岡 昌

問題はこれらの調和がたいせつであって，過去

20年の経過を振り返ると，少なくとも土地生産性

すなわち単位面積あたりの収量は(たとえば促成

きゅうり 1000nl15tというように〉高位に平準化

しつつある現状であるのでp 今後はより省力と環

境制御の，効率のよい形態へ進展すべきものと考

えられよう。

2. ハウス構造のうつり変わりと大型ハウスの

出現

過去20年ハウス園芸は，作型の確立，長期多収

の収量構成など，いちじるしい技術的な進展を遂

げたが，今ここで別の角度から，ハウス構造がど

のようにうつり変ってきたかを検討してみよう。

第 1表は，関東とくに埼玉県を中心に概括的に

まとめたものである。

当初のハウスは竹・木材を骨(ホネ〉とし， とく

に割竹の弾力性を利用し，木杭で基礎を打ったも

のであった。その後，骨材の一部にアングル鋼，

C型鋼等が取入れられ，木杭をうってアングル材

とボルト締めをする。もや部分は角材，割竹を使

い，鉄骨は1.8mおきにその聞は竹を主体とする

ので，いってみれば半鉄骨， しかも数連棟とする

ものが多くなった。

しかし42年の台風， ，43， 44年

の降雪等で，半鉄骨連棟で半固

定のものは倒かい被害がいちじ

るしかっfこ。

竹骨、木骨棟一一一一一う半鉄骨連棟(半固定)----7半鉄骨連棟(固定)

そこで，① 基礎を丈夫にす

ること，② 鋼材の規格をあげ

ることを改善事項としてあげ，

あわせて③従来の3.6m関口

を4.0'"'-'5.4m以上に，④ 1棟

の大きさも 1，000nfを目標とし

た。

(竹骨、木枕うち)
木骨

(アング糊か、竹骨i (ア山鋼ほ か 鉄 線 ) 

木骨、木杭うち J l木骨、独立コンクリート基礎j

〈昭和29~ 30年-) <昭和35・36年頃-) <昭和43年頃-)

」ーラシ半鉄骨(パイプ)単棟(移動)----7鉄骨(パヰプ)単棟(移動)

(パイプ、怖} {パイプ，鉄線)
丸竹 l直管パイプ j 

〈昭和38年頃~) 〈昭和42年頃~)

一方，竹材の併給不如意から

かわって鉄線〈タキロン鉄線等〉
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別表 1 単棟大型ハウスの仕棟概要

ZM180、150、100型 万年メッキ 5型 秋山ダイヤA型 新 日 鉄 静岡焼津

型 式
180中柱150っ無き柱両流屋根

10-01型 16m中4主っき、 12m
100、

中柱3本、間流屋根 中柱1本両流屋根
中柱3本、両屋根 無柱、 16m無柱

問 口 18.0m、15.0m、10.0m18.0m 17.8m 18.6m 16.0m、16.0m、12.0m

桁 行 54.0m、51.0m、51.0m54.0in(0.42m張出し)55.0m 53.0m 

面 積 972m~ 765m~ 510m2 972m2 990m2 985.8m2 

軒 高 2~2m 、 2.2m 、 2.2m 2.0m 2.2m 1.9m 2.1m、2.1m、2.1m

棟 高 4.9m、4.6m、4.1m 4.4m 4.5m 4.5m 4.7m、4.38m、4.1m

勾 配
3.0/10、3.2/10 2.68/10 2.7/10 2.9/10 33..3235//110 0、3.25/10、
3.5/10 

主骨材 L.G.S(ペンタイト) 亜鉛融熔(メッキ)
L.G.S C型鋼電気メッキ 柱H型鋼、 11り、タルキ

(ペンタイト) L型鋼(ポンデ) モヤL型鋼(3.0X3.6cni)

被覆材 防じんフィルム0.13mm同 左 同 左 きずり止め きずり止め

フィルム.rh材 レールチャック レールチャック レールチャ γク 岡妻各1カ所

出入口
両委各1ケ所

両妻各1ケ所 両妻各1ケ所
サイド中央2ヶ所

径800園、片サイド8台 1.同左のように耳元 1.同友のように取 1.同左のように取 1.同左のように取付

換気設備
片妻2台 付可能 付可能 イ寸可能、サイド 可能

吸気Box片サイド22台 2.天窓側窓の設計 2.天窓の設計はな は張出しを考え 2.天窓、側窓の設計

両妻各2、計4台 は用意きれてい L、。 て設置する。 がある。

二重カーテン
⑩(斜式め自張動り二)重カーテン

る。 2. 天窓、 1"ij~の設

設備 計がある。

耐風耐カ 30kg/1JI2 

耐雪耐カ 5(0速kg度/圧m220~30m/Sec) 

ZM 180型
カンキセン ~800

吸気BOX レールチャック @450

G.L 

立面図

G.L 

18，000 

断面図



(8) 第三種郵便物認可 農 業 と 科
戸主主

寸一 昭和46年12月1日
tllllll.....lIIlII .... ・~1II111..... 1I 111..... 1II111~川111'"・~11I1II....11I1II....1I1I1I....1It 1 1l... ・~IIIIII'"・..IIIIU.....U Il U.....'剛""・"111111'"・剛山l姻ー酬'....111111.... ・..111111....111111... 争111111'"・"'111111'"・阿 11111'"・~IIIII同・~IIIIII""静 I lIm~lIlIlI'"・阿 11111....111川同~IIII~I同酔111剛H・~IIIUI.... 

が使われるようになった。

また，大型ト γネノレの転化として，パイプハウ

スが主として草丈の低いいちご，なす等に利用さ

れてきた。

当初は竹材を十分活用し，パイプ間隔 1.8mと

していたものが， 45cm間隔にパイプ材を使うよう

になった。

以上のようなハウス構造のうつり変りは，構造

要素の面から次のように整理される。

① 耐風，耐雪性を強くするため

木杭基礎→独立コンクリート基礎へ

鋼材→太いものへの格上げ，使用量そのものの

増加

② ハウス用資材供給の面から

竹 材 →鉄線もしくはノミイプ材へ

木材→鋼材へ

しかしハウス構造は，ハウスの強度の面，資材

供給の面からだけでなく，栽培環境として効率

性，作業性を十分考慮したものでなくてはならな

い。一般的に栽培施設としてのハウスに対し，構

造に関連した機能として要求されるものは何であ

ろうか。次のように考えられる。

① 栽培作物に適した環境施設であること。(効率

性〉

② 耐風性，耐雪性に対するある程度以上の強度を

もった構造物であること。(強度性〉

③栽培管理する人聞に適した作業環境であるこ

と。(作業性〉

④ 経済的に投入産出のあいつぐなう施設であるこ

と。(経済性〉

大型ハウスの出現は，従来のハウスに比べて，

上記①，③を飛躍的に改善する狙いをもったもの

であるが，同時に④については，マイナスという

よりは非常にきびしいものである。

この点官頭で述べたように，生産性とくに労働

生産性の向上をもって対処する必要が生じてく

る。

3. 大型ハウスに期待されるメリヴトとは

大型ハウスとは，間口，奥行も大きく，これに

ともない軒高，棟高の高いもの，一応間口10m以

上，単棟で500'"'-'1， 000 nfになるハウスと規定して

みたい。現在関東を中心に建設されている銘柄は

別表のようなものがある。

このうちの ZM180型のモデ、ルハウスの栽培を

担当した，埼玉県妻沼町江黒氏の栽培経過とその

実績から大型ハウスに期待されるメリットを摘

出してみよう。

江黒氏は，約1， OOOllrのモデルハウスのほか，

半鉄骨連棟ハウスを1， 800nf，合計2，800nfを経営

している。

昭和46年春作は，前年12月29日播種， 2月 5日

定植し， 2月27日収穫はじめ，以後 7月10日まで

16，115kgを収穫し，粗収入 177万 5千円余を得て

いる。

(1) 栽培労力が省力化される

半鉄骨連椋ハウスの促成きゅうりの作型で，従

来調査された例で、は， 1，000nfあたり L600'"'-'1， 800 

時間，場合によっては 2，000時間をこえるものも

ある。江黒氏の記録は第 2表(後掲〉のとおりで，

1， OOOnfあたり1， 326時間の実績である。

その作業項目ごとの内訳を検討してみると，い

ままでに比べてきわめて省力になっていることが

わかる。

げ) 整地，元肥入一耕うん機をハウスの中に入

れてゆったり作業ができる。

(ロ) 防除-くん煙防除を20回のうち 6回行なっ

た。ハウス内の湿度が低いので，まだ回数は減ら

せそう。

川 温度管理一換気扇にサーモスタットを連動

し，また二重カ{テンの自動化でいちじるしく省

力となった。

付収穫一通路が広くとれて作業がしやすく

なった。また収穫運ばん車を活用した。

このほか，ハウス内がゆったりしており，また

湿度も少ないので，作業がしやすい副次的な効果

もある。第2表から，収穫以降は全体の60数%と

なる。 16トンの収量水準で，家族労力で箱ずめし

ているからである。

もしこれを選果場へ持ちこむとしたら， これか

ら300'"'-'400時間ぐらい省力化されるだろう。そう

すれば LOOOnfあたり1， 000時間以内の可能性も

生じてこよう。

(2) きゅうりの生産性が高まる。

きゅうりが，より多収穫に，また品質も向上す

るような環境であることが指摘できる。

げ) 上物歩合が高く，果実の収穫肥大が早いー

2月5日定植で 2月27日(播種後60日目〉から収
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第2表 モデルハウス栽培における作業別労働時間(埼玉県妻沼町江泉氏) 具体的には，二次構のハウス

団地への大型ノ、ウス導入で検討

が始まっている。

作業項目 1棟(1，000m2

同比% 備 考あたり労働時間)

床土つく り 6.0 0.4 
苗床っくり(移植床含) 56.0 4.0 別棟ノ、ゥスで育苗 以上，大型単棟ハウスで期待

されるメリットとして，① き

わめて省力になること，② 作

物の生産性が高まることが指摘

できる。

種 ま き

手多 植(つぎ木を合)
育 首 管 理

整 地(耕うん)
フじ n['_l， 入

定植準備(切ベッド作り)
わら入

定 植(マルチ含む)
除 草

整枝誘引、摘葉、摘芯

16.0 
39.0 
18.0 

2.0 
13.0 

44.0 

46.0 
2.0 

116.0 

1.0 
3.0 

1.0 

0.2 
1.0 

3.0 

3.0 
0.2 
9.0 

4. 大型ハウスのデメリヴト

は

防 除 30.0 2.0 防除回数20回のうち 6固くん 半鉄骨連棟ハウスの建設費は

3.3niあたり 3，000'"'-'3，500円ぐ

らいである。これに対し大型ハ

ウスは 7，000門ぐらいかかる。

か ん水追肥 20.0 2.0 煙防除
i~日n. 度 管 理 2.0 0.2 自動カーテン、換気扇で省力化|
地設設備工作 45.0 3.0 地中加温、かん水等の配管工事
ヰ又 カ‘ 315.0 20.0 収かく運ばん車(乳母車式)使用
調 整選別荷造 472.0 40.0 
出 荷 40.0 3.0 集荷所に運ばん

この場合，いずれ付属施設，

基礎工事，建て方労力をはずし

てあるので，それらを入れると

かなり多額の投資となる。

あとかたづけ 24.0 2.0 棚補修、カーテン補修をふくむ
そ の 他 20.0 2.0 つる落し整理
ム口、 言十 1，326.0 100.0 

〔注)1.時間数は小数点以下1位までとした。
2.作業日記帳の記録から整理した。

穫を始めている。

ハウスの光線透過がすぐれ， しかも気密性がよ

いため保温力もあるので，果実の肥大が早く，収

穫はじめも早まった。

加えて換気扇による換気は，湿度が低下し(幼

果のうちに菌4核病や灰色かび、病におかされる現象

が少な〈なった。〉上物歩合が高まったものと考

えられる。江黒氏の実績はA級70%， S. Mの合

計90%である。

(ロ) 結果面積を広げることで，収量作業性がよ

くなる。一一ZM180型はサイドの高さ2.2mにし

てある。これは二重カ{テ γの位置を 1.8"-' 1. 9m 

として，高節位まで誘引できるよう，作業者は頭

を下げて通路を歩〈必要がなくなった。結果面積

の増大で収量も多くなった。

例 暖房効率がよい。一一大型ハウスは内容積

が大きく，気密性にすぐれるので，江黒さんの意

見では，燃料代が70%ぐらいになろうといってい

る。

これが前述したように，栽培施設として投入産

出のあいつぐなうものであるかを十分検討しなけ

ればならないことになる。

次表は温室，単棟大型ハウス，半鉄骨連椋ハウ

スの施設の償却費の概算を比較したものである。

建設費は倍かかっても，償却費は 40%増 と な

り，ハウスとガラス室の中間である。

江黒さんの栽培しているモデ、ノレハウスの経営試

算では， ZM 180型ハウス付属施設を入れた年間

の償却費は， 62万円余という金額がでている。こ

れは半鉄骨連棟ハウスよりは，およそ20万円ぐら

い大きいことになる。

具体的に，春，秋2作を通じてF この償却費の

負担を前述した省力の効果，生産性の向上で相殺

〈ソウサイ〉していかねばならない。(省力された

分の 400時間は，時間あたり 250円として10万円

に相当する。〉この辺の経営者能力と，確実にき

ゅうりを15トン以上とり得る高度な技術が大型ハ

ウスの経営の成否を決めるだろう。

現在埼玉では地上を温風で，地下を温湯で

と2つの暖房機が入っているが，ハウスの大

型化は， 1棟単位でなく 2"-'3棟をひとつの暖

房機，温湯暖房方式をとりあげてゆく可能性

をはらんでいる。

第3表施設園芸施設の償却費の概算例 (3.3m2あたり)

ガラ ス温室

単棟大型ハウス
半鉄骨連棟ハウス

E

残存'
比率


